
 ❉  第  ４５ 回 災 害事 例 研 究 会 開 催 案 内  ❉  
 

第４５回災害事例研究会を下記要領にて開催いたします。今回は、2012年 4月22日に発生した 
三井化学株式会社岩国大竹工場のレゾルシン製造施設の爆発火災事故に関して、事故の状況
と、三井化学株式会社の抜本的安全に向けた取り組みについてお話しを頂きます。多数ご参加い
ただきますようご案内いたします。 
 
■主    催： 特定非営利活動法人 安全工学会  ■協 賛：公益社団法人化学工学会安全部会（依頼予定） 

■日    時： ２０１３年７月２４日（水） １３時３０分～１６時５０分  （開場 １３時） 

■会    場： 化学会館 ５０１Ａ 東京都千代田区駿河台１－５ TEL:０３－３２９２－６２４６ 
（JR 御茶ノ水駅 徒歩３分、地下鉄丸の内線 御茶ノ水駅 徒歩５分） 

■プログラム： 

１３：３０

～ 

１５：００ 

 レゾルシン製造施設事故について 

横浜国立大学 名誉教授 小川 輝繁 氏 

平成２４年４月２２日午前２時１５分に、三井化学岩国大竹工場レゾルシン製造施設におい
て、爆発火災事故が発生した。本事故は、火災がほぼ１５時間にわたり続き、死者１名を含
む死傷者２６名の被害を出した。本事故の調査をしたので、結果の概要を報告する。事故事
象は、施設内の酸化反応器の攪拌が長時間停止し、生成していた過酸化物の急激な分解反応
が発生して、反応器が破裂して飛散し、周辺のプラントを破壊して火災が発生したものであ
る。調査では、事故の直接原因を解明するとともに、その背後要因にも踏み込んだ。 

 意見交換 

１５:１５ 

～ 

１６：４５ 

 三井化学株式会社の抜本的安全に向けた取り組み 

三井化学株式会社 執行役員 生産・技術本部長 松尾 英喜 氏 

弊社岩国大竹工場の事故を厳粛に受け止め、社長を委員長として社外の有識者を加えた全社
的なチームによる「抜本的安全検討委員会」を設置し、弊社の人・組織、技術、ルール、文
化等に潜む、安全を阻む問題点を徹底的に見直し、抜本的な安全対策の検討を行い、その取
り組み策を策定した。現在全社を挙げてこの抜本的安全の取り組みを推進しており、社会か
ら信頼いただける「安全な化学メーカー」へ再建を行っている。 

 意見交換 

◇定    員 ： ４０名 

◇参 加 費 ： 会員 、協賛団体会員 ８，０００円 非会員 １０，０００円 

◇申込方法 

 
 

 

： 聴講ご希望の方は、ホームページのオンライン催物申込、または下記参加申込書に 
ご記入の上、ＦＡＸまたは郵送でもお申込みができます。申込期限は ７月１２日（金） 
です。折返し、聴講券、会場案内図、請求書、振替用紙等をお送りいたします。 
※  聴講券は当日必ずご持参下さい。 

申込及び問合せ先： 

安全工学会 〒１０３－００２５ 東京都中央区日本橋茅場町３－５－２ アロマビル６F 

 TEL：０３－６２０６－２８４０   ＵＲＬ：ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｊｓｓｅ．ｏｒ．ｊｐ/ 

 FAX:０３－６２０６－２８４８   Ｅ－ｍａｉｌ：Ｊｓｓｅ－２００４＠ｎｉｆｔｙ．ｃｏｍ 

 
第 45 回災害事例研究会 参加申込書 

勤 務 先  会員種別 

・ 会    員 
・ 協賛団体会員 
・ 非 会 員 

所属部課 
 

所 在 地 〒       －  

支払方法 

 

・ 銀行振込  

・ 郵便振替 

 

 ＴＥＬ：                  ＦＡＸ： 

 Ｅ－ｍａｉｌ： 

(ふりがな)  どちらかに○を付

けてください 
氏   名 

 

安全工学会 行 FAX：03-6206-2848 

２０１３年    月     日 


